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要 旨

地域包括ケアシステム構築の動きが進み、患者をはじめとする対象のケアを中心的に担う看護

職員の就業場所が医療機関に限らず在宅や施設へと広がっている。さらに、多様な場で多職種と

連携しながら適切な保健・医療・福祉の提供が期待され、対象の多様性・複雑性に対応した看護

を創造する能力が求められている。在宅看護は人々の生活の場での活動であり、母性、小児から

高齢者、終末期を含むすべてのライフステージの人々が対象となり、活動内容も多岐にわたる。

それに伴い看護教育において、2022年の改正カリキュラムでは「在宅看護論」を「地域・在宅看

護論」の名称変更とともに、単位数が 2単位増となり「基礎看護学」の次に位置づけられた。そ

こで「地域・在宅看護論」において 1年次に配当した「地域保健学」の実践内容を報告し、今後

の「地域・在宅看護論」の教育のあり方を検討する資料とすることを目的とする。分析対象は「地

域保健学」を履修した看護学科 1 年生 43 名が提出した「地域保健学受講後の学びと受講後の学

びを今後どのように活かすか（以後「今後の課題」）のレポート」に対して、研究に同意が得られ

たレポートを研究対象とした。分析の結果は 192の「学び」と 85の「今後の課題」の合計 277の

コードが抽出され、46サブカテゴリー、10カテゴリー、5コアカテゴリーが形成された。そして、

「学び」では【看護の多様性】【地域包括ケアシステム・多職種連携の理解】【学習の効果】、「今

後の課題」では【保健・医療・福祉の役割】【継続学習の重要性】のコアカテゴリーが形成され、

学生はフィールドワーク、課題への取り組み、グループワークを通して自己の課題・目標につい

て考えを深めていた。1 年次からの「地域・在宅看護論」の取り組みによる学修成果やその後の

各専門領域の授業および実習への影響等、評価や検証が課題であることが示唆された。 

キーワード： 改正カリキュラム  地域・在宅看護論  地域保健学  

Ⅰ．はじめに 

少子高齢化が一層進む中で、地域医療構想

の実現や地域包括ケアシステム構築の推進に

向け、人口及び疾病構造の変化に応じた適切

な医療提供体制の整備が必要である 1）。また、

患者をはじめとする対象のケアを中心的に担

う看護職員の就業場所は医療機関に限らず在

宅や施設へと広がり、多様な場において、多職

種と連携して適切な保健・医療・福祉を提供す

ることが期待されており、対象の多様性・複雑

性に対応した看護を創造する能力が求められ

ている 2）。このような状況の中で、国民や時代

のニーズに即した看護職員の養成に期待が高

まり、厚生労働省では 2018年から「看護基礎

教育検討会」を開催し、現在の教育実態を踏ま

え、将来を担う看護職員を養成するための看

護基礎教育の内容と方法について検討を重ね、

2019 年 10 月カリキュラム改正案や教育体制

及び教育環境について報告書がとりまとめら

れた 3）。また、文部科学省においても大学にお
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ける看護系人材養成の在り方に関する検討会

を開催し、厚生労働省における検討会の動向

に呼応して「保健師助産師看護師学校養成所

指定規則の一部改正を改正する省令の公布」

をし、その適応に関する課題と対応策につい

て検討を行い、2019年 12月に報告書が取りま

とめられた 4）。その後指定規則の改正により、

看護師学校養成所カリキュラムの中で「専門

分野」区分の教育内容である「在宅看護論」に

ついて、名称を「地域・在宅看護論」に改める

とともに、規定順を変更し、基礎看護学の次に

位置づけ、単位数を 4 単位から 6 単位に 2 単

位増とし、2022年 4月 1日から施行された。

さらに実習についても、地域に暮らす人々の

理解をそこで行われる看護について学ぶこと

を強化するために、地域における多様の場で

の実習や多職種連携に関する実習が促進され

ることが追記された。この改正では、保健・医

療・福祉の理解を基盤とした地域包括ケアシ

ステムにおける看護職の役割の重要性が示さ

れた 5）。本学においてもカリキュラム検討ワー

キンググループを立ち上げ、検討を重ねた。

「地域・在宅看護論」の規定順が基礎看護学の

次に位置づけられたことから、既存の 2 年次

後期開講科目の「地域保健学」を、対象者の療

養の場の拡大や看護職の多様な場での活動、

多職種連携の理解を深めるために、講義内容

を一部変更し、1年次後期に配当した。また既

存の科目である「へき地看護活動論」を加え、

改正カリキュラムに対応した「地域・在宅看護

論」にあたる科目を 1年次「地域保健学」（1単

位）、2年次「地域・在宅看護概論」（2単位）、

3年次「地域・在宅看護援助論」（2単位）、4年

次「へき地看護活動論（1 単位）」の 6単位と

し、「地域・在宅看護実習」（2単位）を 4年次

配当の計 8単位のカリキュラム構成とした。 

そこで、1年次から看護の対象を広い視野で

とらえることができる講義内容としての「地

域保健学」の講義内容を報告し、実践から見え

た、学生の学びと今後の課題を明らかにし、

「地域・在宅看護論」教育のあり方を検討資料

とすることを目的に実践内容を報告する。 

Ⅱ．用語の定義 

 本研究で用いる「学び」とは「地域保健学」

の受講を通して理解したことや認識、「今後の

課題」とは受講後「学び」を今後どのように活

かして行きたいかの記述内容とする。 

Ⅲ．研究方法 

1.研究対象およびデータ収集方法 

 本学で 2023年度に地域保健学（必修）を履

修した看護学科 1年生 43名が講義終了後に提

出した A4用紙 1枚に記載された「地域保健学

を受講しての学びと受講しての学びを今後ど

のように活かしたいかについての記述」（以後

レポートとする）を研究の趣旨や研究方法に

ついて、同意が得られた学生のレポートのみ

を研究対象とした。 

2.分析方法 

 内容分析の手法を用いて分析した。地域保

健学の「学び」「今後の課題」に関連する記述

を抽出したのちコード化し、内容が一文一義

であるように区切り、一文章を一記録単位と

した。次に個々の記録単位を意味内容が類似

しているもの毎に帰納的に分類し、カテゴリ

ー化した。記述内容の類似性によりサブカテ

ゴリーを抽出後、分類整理しカテゴリーとし

た。最終的にカテゴリー間の関連を検討し「地

域保健学講義での学び」「今後の課題」それぞ

れのコアカテゴリーを形成した。レポート内

容は研究者が精読し、分析を行った。 

3.倫理的配慮 

研究の目的・方法について 2023年 12月 20

日に口頭および文書で説明し、同意書の提出

を依頼した。レポートは研究以外には使用し

ないこと、参加は自由であり、成績に影響はな

く個人を評価するものではないこと、同意後

も撤回できることを説明した。また、同意書未

提出のレポートを除き同意書が提出され、同
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意が得られたレポートをコピー後、個人名を」

削除したレポートを使用することを説明し、

分析を行った。開示すべき COIは無い。 

 本研究は、八戸学院大学・八戸学院短期大 

学部研究倫理委員会規定の承認を得て、実施

した。（受付番号 23-19）。 

Ⅳ．地域保健学講義実施内容 

1.学習目的 

 人々の医療・療養の場は病院中心から在宅・

地域中心への転換が進み、看護の対象となる 

人々の生活の場は在宅・地域へ移行しており、

看護職の地域での活動が必須である。これら

に対応するために、地域で生活を支える社会

的、政策的背景を理解し、多職種連携や地域連

携の基本的知識を習得する。地域の様々な場

で支援を必要とする対象者とその家族の理解、

生活の場としての地域の理解、継続看護、在宅

医療・在宅看護を含めた地域包括ケアシステ

ムについて理解する。 

表 1  講義概要 

2.到達目標 

1）地域の人々を生活者としてとらえ生活と健

康について説明することができる。 

2）地域包括ケアシステムの概念を理解し、地 

域・健康・生活・家族と関連を理解することが 

できる。 

3）地域包括ケアシステムにおける保健・医療・

福祉の関連を含めた多職種・多機関の連携お 

よび協働の必要性を考え、看護職の役割を説

明することができる。 

3.地域保健学の講義概要  

 講義は全 8 回で構成され、講義概要につい

ては表 1に示す通りである。 

1）講義1回目の学習課題は「地域で暮らす人々

の生活と健康・看護の理解」とし、①生活（暮

らし）とは、について自分の考えを 4～5人の

グループでディスカッション後、グループ発

表をし、情報共有をした。②保健・医療・福祉

の概念理解についてはそれぞれの内容の講義 

を行った。1 回目の講義内容を踏まえ、地域、 

回 講義内容 

1 

地域で暮らす人々の生活（暮らし）と健康・看護の理解 

1）生活（暮らし）とは 2）保健・医療・福祉の概念理解 

※ 課題①提示：フィールドワーク：自分の住む地域（一次生活圏）の探索

2 
地域包括ケアシステムと多様な生活の場における看護 

1）地域アセスメント   2）地域包括ケアシステム  3）各種制度 

3 

地域を「見る」・「知る」意義：地域を探索しての情報交換 

1）課題①についてグループワークによる情報共有  2）全体ワークで内容発表 

※ 課題②提示：各自が選択した地域の地域包括ケアシステムの取り組みをまとめる

4 

地域で健康に暮らすための看護の役割①  ワークシートによる学習 

事例検討：暮らしを支援するための看護師の役割 

1）事例検討 2）ワークシートで個人ワーク 3）グループワーク 4）全体ワーク・発表 

5 

6 

7 

地域で健康に暮らすための看護の役割②   演習・DVD学習 

1）事例検討： ① 四肢麻痺の Aさん  ② 医療的ケア児 Bさん

③ 老老介護の Cさん ④ 認知症の D・Eさん

2）DVD視聴後ワークシートで個人ワーク 3）グループワーク 4）全体ワーク・発表  

8 
地域包括ケアシステムの必要性と発展 

1）グループワーク内容発表  2） 4事例の演習振り返り 3）講義まとめ 
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生活、保健・医療・福祉の理解を深めるために、

フィールドワークとして、自分の住む地域（一

次生活圏）を自ら歩き探索することを課題レ

ポートとして提示した。内容は①地域を保健・

医療・福祉の視点を意識しながら探索するこ

と、②探索して感じたことや考えを記載する

ように指導した。 

2）講義 2回目の学習課題は「地域包括ケアシ

ステムと多様な生活の場における看護」と

し、①地域アセスメントについて、②地域包

括ケアシステムの概念、③地域療養を支え

る制度としての医療保険制度・介護保険制

度等各種制度、④母子保健、⑤学校保健、⑥

産業保健等関係法規について講義を行った。 

3）講義 3回目の学習課題は「地域を「見る」・

「知る」意義：地域を探索しての情報交換」

とし、講義 1 回目に提示した各自のフィー

ルドワークの内容をグループワーク後、全

体ワークで情報交換・共有・発表をした。3

回目の講義終了後、到達目標である「地域包

括ケアシステムの理解」を深めるために、地

域包括ケアシステムの取り組みは全国的に

実施されていることから、「自分が関心を持

っている全国どこかの地域を選び、その地

域の地域包括ケアシステムの取り組みにつ

いて」課題レポートを提出させた。 

4）講義 4回目の学習課題は「地域で健康に暮

らすための看護の役割①」の理解のため、独

居高齢者の事例紹介をし、「暮らしを支援す

るための看護師の役割を考えよう！」をテ

ーマにワークシートを使用し、事例につい

ての個人ワーク、その後グループワーク、全

体ワーク・発表と段階を踏みアウトプット

するように講義を進めた。 

5）講義 5～7回目の学習課題は「地域で健康

に暮らすための看護の役割②」として、事例

検討のために、地域で実際に生活している、

表 1に示した 4事例を DVDで紹介し、講義 4

回目と同様の手法で、個人ワーク、グループ

ワーク、全体ワーク・発表と講義を展開した。 

6）講義 8回目の学習課題は「地域包括ケアシ 

ステムの必要性と発展」とし、保健・医療・福

祉の理解が深められるように、講義 5～7回で

紹介した 4事例についての情報交換・共有・発

表をし、4事例の模範内容を提示後、事例検討

からの学びのまとめと講義全体のまとめをし

た。地域保健学講義終了後、「地域保健学受講

での学び」「学びを今後どのように活かして行

きたいか」のレポートを提出させた。 

7）科目の評価は、課題①・課題②の内容、グ

ループワークや授業への参加度などで総合的

に判断し行った。 

Ⅴ．結果 

1．結果の概要

抽出されたコード数は「学び」192「今後の

課題」85の合計 277が抽出され。それぞれの

コードをサブカテゴリー化、カテゴリー化し

最終的にコアカテゴリーを形成した。文中で

はコアカテゴリーを【 】カテゴリーを『 』サ

ブカテゴリーを≪ ≫生データを“ ”で示す。 

2．地域保健学受講での学び  （表 2） 

「学び」については 27サブカテゴリー、6カ

テゴリー、3コアカテゴリーが形成された。 

【看護の多様性の理解（91件 47.4％）】ではカ

テゴリー『看護の役割・活動範囲の広さ（53件

58.2％）』『地域で暮らす対象者の理解（38 件

41.8％）』【地域包括ケアシステム・多職種連携

の理解（62件 32.3％）】ではカテゴリー『地域

包括ケアシステムの理解（32件 51.6％）』『多

職種連携の重要性（30件 48.4％）』【学習の効

果（39件 20.3％）】ではカテゴリー『講義内容

に対する反応（24件 61.5 ％）』『演習・課題へ

の感想（15件 38.5％）』が形成された。 

3．今後の課題  （表 3） 

「今後の課題」については18サブカテゴリー、

4カテゴリー、2コアカテゴリーが形成された。

【保健・医療・福祉の役割（32件 37.6％）】で 

はカテゴリー『保健・医療・福祉の視点（16件 

50％）』『人間関係構築の重要性（16件 50％）』 
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看護師は病院だけではなく様々な場面で役割がある 31

看護師の活動範囲の広さを知った 16

訪問看護が在宅看護を支える大きな役割である 3

地域と看護はつながっていることを感じた 3

誰かの支援を必要としている人がたくさんいる 14

人と人はつながっていて人間関係づくりが大切である 7

病気を持っていても生活者として捉えることが必要である 6

コミュニケーションの大切さをより感じた 5

病気は生活（人生）の一部であることを理解できた 3

人々の生活を理解することは命を守ることにつながる 3

保健・医療・福祉の視点の理解が深まった 20

地域包括ケアシステムについて理解ができた 7

人として生きることは生活行動にあると思った 3

地域保健を知ることは地域発展や地域の活性化につながる 2

地域包括ケアには多職種の連携が不可欠である 21

情報提供・情報共有・社会資源活用が重要である 3

地域が主体となってサービスを提供することが大切である 2

各種制度について学ぶことができた 2

広報紙など身近にいろんな情報源があることを知った 2

看護師の仕事へのイメージが変化した 12

広い視野を持つことで学びへの変化を感じた 6

自ら学ぶことは人々を守ることにつながることを学んだ 3

視点を変えてみることで別な考えをすることができた 3

フィールドワークで自分の住む地域をより理解できた 5

事例のDVD学習であらゆる人々を対象にしていることを知った 5

地域包括ケアシステムの理解は難しかったが課題で深められた 3

グループワークで人にはいろんな考えがあることを知った 2

表2　 地域保健学講義での学び

コアカテゴ
リー（3）

カテゴリー（6） サブカテゴリー（27） コード（192）

看護の役割・活動範囲の広さ

地域で暮らす対象者の理解

地域包括ケアシステムの理解

多職種連携の重要性

看
護
の
多
様
性

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・

多
職
種
連
携
の
理
解

学
習
の
効
果

講義内容に対する反応

演習・課題への感想

【継続学習の重要性（53 件 62.4％）】ではカ 

テゴリー『適切な看護の提供（14 件 26.4％）』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『継続的学びの必要性（39件 73.6％）』が形成 

された。 

地域をもっと知り地域貢献をしていきたい 7

保健医療福祉の視点を持ち看護を学びたい 4

地域に対する視点が変化した 3

多職種連携を大切にしたい 2

様々な年代の人とコミュニケーションをとっていきたい 4

人々に地域包括ケアについて情報提供をしていきたい 3

より良い生活づくりへの支援をしていきたい 3

人間関係づくりを大切にしたい 3

高齢者を尊重し傾聴を意識して関わって行きたい 3

一人一人に合った適切な看護を提供したい 10

その人に合ったサービスの提供をしていきたい 2

臨機応変に対応できるための知識・技術を身につけたい 2

未知のことを知ることができ学習意欲が湧いた 20

保健師を目指したい思いが強くなった 6

自分なりの考えを持ちたい 5

地域包括ケア・保健医療福祉を意識して学び続けたい 3

医療以外の学びや実習に向けてたくさん学びたい 3

へき地看護にあこがれる 2

適切な看護の提供

継続的学びの必要性

表3　 今後の課題

コアカテゴ
リー（2）

カテゴリー（4） サブカテゴリー（18） コード（85）

保健・医療・福祉の視点

継
続
学
習
の
重
要
性

人間関係構築の重要性

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
役
割
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Ⅵ．考察 

地域包括ケアシステムが推進され、2040 年

に向けて地域共生社会を目指しているわが国

において、今回の改正カリキュラムは地域で

暮らす人々の理解と地域で実践される看護の

学びを強化することが求められた。そして「地

域・在宅看護論」が「専門科目」を学ぶ前の基

礎看護学の次に位置づけられたことは、1年次

から地域や暮らしを把握することで、在宅看

護の目的であるすべてのライフステージの療

養者・家族の QOL維持・向上支援につながる学

びにつながると考える。今回の改正カリキュ

ラムの検討をするにあたり、本学における既

存の関係法規を中心とした「地域保健学」の内

容を「地域・在宅看護論」の趣旨に沿う内容に

するため、「看護学教育モデル・コア・カリキ

ュラムにおける「地域看護論」に関連する内容」
6）を参考に、既存の講義内容を一部変更し、講

義内容を検討した。また、全国保健師教育機関

協議会教育課程委員会で2019年に再定義され

た「地域看護学」の定義によると「地域看護学

とは行政看護、産業看護、学校看護、在宅看護

だけにとどまらず、多様の場で生活する、様々

な健康レベルにある人々を対象とし、その生

活を継続的・包括的にとらえ、人々やコミュニ

ティと協働しながら,効果的な看護を探求す

る実践科学としており、保健師、助産師、看護

師の看護職に共通して求められる知識や能力

を培う、基盤となる学問」として位置づけてい

る」7）としている。この内容を踏まえて、検討

した結果、「地域・在宅看護論」の入り口とし

て、1年次からの「地域保健学」の取り組み内

容は 2 年次の「地域・在宅看護慨論」、3年次

の「地域・在宅看護援助論」へつながり、4年

次の「地域・在宅看護実習」では、本学におい

ても実習施設に居宅支援事業所・地域包括支

援センター・看護小規模多機能施設・サービス

付き高齢者住宅等、多様な場での実習を組み

入れていることから、１年次からの学びの積 

み重ねは実習に反映できると考える。   

1．地域保健学での学び 

1）看護の多様性 

『看護の役割・活動の範囲の広さ』について≪

看護師は病院だけではなく様々な場面で役割

がある≫≪看護師の活動範囲の広さを知った

≫≪訪問看護が在宅看護を支える大きな役割

である≫の内容に形成された。また『地域で暮

らす対象者の理解』では≪誰かの支援を必要

としている人がたくさんいる≫≪人と人はつ

ながっていて人間関係づくりが大切である≫

≪人々の生活を理解することは命を守ること

につながる≫等の内容で、看護の多様性の学

びについては 47.4％であったことから、看護

師の活動範囲が今までの医療機関での活動以

外にも福祉施設や訪問看護ステーション、保

育所・幼稚園など多様な場で展開されている

ことをフィールドワークや事例検討で学び得

たと思われる。 

2)地域包括ケアシステム・多職種連携の理解 

『地域包括ケアシステムの理解』に対して 

保健・医療・福祉の視点を踏まえ、地域包括ケ 

アシステムの概念についての講義と、表 1に 

示す講義 3回目に提示した課題②「各自が 

選択した地域の地域包括ケアシステムの取り 

組みをまとめる」に取り組んだことで、自ら調 

査し、まとめることにより≪保健・医療・福祉 

の視点の理解が深まった≫≪地域包括ケアシ 

ステムについて理解ができた≫≪人として生 

きることは生活行動にあると思った≫≪地域 

保健を知ることは地域発展や地域の活性化に 

つながる≫と学んでいた。また『多職種連携の 

重要性』では≪地域包括ケアには多職種の連 

携が不可欠である≫≪各種制度について学ぶ 

ことができた≫などがあげられた。しかし、各 

種制度の理解については、少数の意見のため、 

社会背景が変化する中で、在宅ケアに関連る 

法制度、関係法規の理解の重要性や、基本的な 

内容を具体的に理解できるように、事例を用 

いるなど講義等の工夫が必要である。また、域 

域包括ケアシステム構築が推進されている中、 
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多職種・多機関との連携の重要性が高まって 

いることから、連携における看護の役割の必 

要性を考える機会となったと思われる。看護 

職はこれまでも、健康の保持増進のために予 

防的な介入を行う保健師や在宅療養生活を支 

える訪問看護師など、看護の対象を包括的に 

とらえるように活動してきた。今後ますます 

多職種連携において、看護職の果たす役割は 

拡大していくと考える。 

3）学習の効果 

『講義内容に対する反応』対しては≪看護師

の仕事へのイメージが変化した≫≪広い視野

を持つことで学びへの変化を感じた≫≪自ら

学ぶことは人々を守ることにつながる≫が形

成され、さらに『演習・課題への感想』では≪

地域包括ケアシステムの理解は難しかったが

課題で深められた≫の内容から、課題の提示

は地域包括ケアシステムについて、具体的に

イメージすることができ、効果的であったと

思われる。≪フィールドワークで自分の住む

地域をより理解できた≫≪グループワークで

人にはいろんな考えがあることを知った≫≪

事例の DVD 学習であらゆる人々を対象にして

いることを知った≫が形成された。今回のフ

ィールドワーク、課題への取り組み、さらに自

己の考えを他者と共有するグループワークの

体験を通して、自ら学ぶことの大切さを実感

できたと思われる。 

2．今後の課題 

1）保健・医療・福祉の役割 

『保健・医療・福祉の視点』≪地域をもっと

知り地域貢献をしていきたい≫≪保健・医療・

福祉の視点を持ち看護を学びたい≫≪地域に

対する視点が変化した≫『人間関係構築の重

要性』では≪より良い生活づくりへの支援を

していきたい≫≪人間関係づくりを大切にし

たい≫≪高齢者を尊重し傾聴を意識して関わ

っていきたい≫等が形成され、保健・医療・福

祉のそれぞれの役割の理解を通して、地域で

暮らす人々を、たとえ疾患を抱えていたとし

ても、単に疾患だけをとらえるのではなく、在

宅看護の対象を生活者として、全人的にとら

える姿勢が持てたと考える。しかし、近年の学

生がこれまでに比べ、人間関係が希薄化して

いることや、生活体験の不足が進んでいるこ

とから、看護職員として働くために、対象の多

様な生活スタイルや文化等を理解することが

必要とされている 8）。地域を基盤とするケアの

構築が重要視される中、「まちの保健室」「暮し

の保健室」と呼ばれる活動が日本看護協会の

活動 9）を中心に、看護系大学でもみられるよ

うになってきた。その機能は①暮らしや健康

に関する[相談窓口]②在宅医療や病気予防に

ついての市民との[学びの場]③アクティビテ

ィやおしゃべりなど[安全な居場所]④大学生

らも活動に参画する世代を超えて繋がる[交

流の場］⑤医療や介護・福祉の[連携の場］⑥

地域ボランティアの[育成の場］として、全国

各地で展開されている 10）。サブカテゴリーの

≪様々な年代の人とコミュニケーションをと

っていきたい≫の記載の中に“話を聞く、アド

バイスするなどのコミュニケーション能力も

大切である”“看護師になった時のために治療

だけではなくコミュニケーションをとりなが

ら治療をさせてあげたい”“ボランティア活動

等で地域の人と関わる機会があるからその際

にもこの学びを活かして行きたい”などがあ

げられていた。このことから、日常的にあらゆ

る人々との交流の機会を持つことのできる

「まちの保健室」「暮しの保健室」などの機能

を持った場所が学生の身近にあることが望ま

しいと考える。「まちの保健室」を開設してい

る看護系大学では、学生にとっては「まちの保

健室」の各事業に参加し、地域住民の方々とさ

まざまな関わり合いをもつ中で、コミュニケ

ーション能力や健康生活の支援に関する実践

能力向上につながっている 11）。との報告があ

る。この活動は、地域貢献につながる活動であ

り、学生の参画は様々な人々との交流ができ、

貴重な体験となると思われる。また、今後、知
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識として体得したことを活かしていくために

は、広い視野で人々と関わりながら、身体的・

精神的側面の理解に加え、社会的側面を支援

するためのケアマネジメント能力を取得でき

る学習も必要であると考える。 

2）継続学習の重要性 

『適切な看護の提供』では≪一人一人に合っ

た適切な看護を提供したい≫≪臨機応変に対

応できるための知識・技術を身につけたい≫

が形成され、対象者個々に目を向け、個別性を

踏まえた看護の提供の必要性を感じ取れてい

たと思われる。次に『継続的学びの必要性』で

は≪未知の事を知ることができ学習意欲が湧

いた≫≪自分なりの考えを持ちたい≫≪医療

以外の学びや実習に向けてたくさん学びたい

≫が形成された。また、講義計画内の DVDによ

る学習では訪問看護活動の事例を紹介したこ

とで、学生個々が在宅療養をしながら暮らす

人々のイメージができたと思われる。個人ワ

ーク後、自己の考えをグループで共有するこ

とで≪グループワークで人にはいろんな考え

があることを知った≫≪視点を変えてみるこ

とで別な考えをすることができた≫“自分が

知らなかった地域の医療と看護介護の現状を

学ぶことができ楽しかった”“なぜこのような

仕組みを使うのか、これをやったら患者はど

う思うのか一つ一つ考えながら行動していこ

うと思った”の記述から、広い視野を持ち学ぶ

ことの大切さを感じ取れたと考える。さらに

≪地域包括ケア・保健医療福祉を意識して学

びたい≫≪保健師を目指したい思いが強くな

った≫≪へき地看護にあこがれる≫では“保

健師として働きたいと考えているので 1 年生

の後期で地域包括ケアシステムについての学

びは次につなげていくことができるのではな

いかと感じた”“今回の講義では保健師を目指

したいとこれまでの思いを改めて感じ、より

地域保健の分野の楽しさと重要性を感じる機

会であった”“行政保健師になりたいと思って

いたが想像していた保健師や地域における看

護師の役割が明確になった”などの記載から、

看護職の活動の広がりを理解し、広い視野を

持てるように保健師資格取得を目指す学生が

増加していくものと推察する。さらに“へき地

看護に興味があり将来は病院がない地域や島

を回り高齢者を支える仕事をしたいと思った”

“地域とへき地医療の連携に興味がある”の

記述に対しては、本学の地域特性から 4 年次

に科目設定をしている「へき地看護活動論」の

講義を通して、具体的な活動の講義内容で学

びが深められると思われる。継続学習の重要

性については 62.4％であることから、本講義

により、切磋琢磨しなければならない自分自

身に気づき、知識と体験を結びつけ、取り組む

べき課題の明確化や看護に対する認識が向上

したものと考える。今後、すべての人々を対象

とした地域共生社会を支えて行くための学び

を深めるためには、他専門領域と連携し、横断

的な学習方法の検討が必要であり、1年次から

の取り組みによる学修成果やその後の各専門

領域の授業および実習への影響等、評価や検

証が課題である。 

Ⅶ．結論 

 本学における「地域・在宅看護論」のカリキ

ュラム構成の入り口として導入した「地域保

健学」の講義の実践報告内容から以下のこと

が明らかにされた。 

1.人々の価値観や生活の多様性・複雑性、看護

の多様性の理解には地域アセスメントのため

のフィールドワーク、地域包括ケアシステム

理解への課題の取り組みを 1 年次に体験する

ことは、今後の学習に効果的である。 

2．地域共生社会を支えて行くための学びを深

めるために、他専門領域と連携し、横断的な学

習方法の検討が必要である。 

3．改正カリキュラム「地域・在宅看護論」に

おいて、1年次からの取り組みは効果的ではあ

るが、学修成果や各専門領域の授業および実

習への影響等、評価や検証が課題である。 
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